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運動部活動や小学校・家庭との連携 

 

・ 部活動の練習内容に生かせるよう

に、新体力テストの結果を各部顧問に

周知する。 

・ 定期的に生活リズムチェックを行

い、「早寝・早起き・朝ごはん」の習

慣化とメディアの活用についての意識

づけの機会を設ける。 

・ 新体力テストの結果や各自の経験か

ら、向上が必要な体力要素について、

長期休業中の課題として取り組ませ

る。 

保健体育の授業での取組 

 

・ ペア活動やグループ活動を充実さ

せ、運動が苦手な生徒も意欲的に取り

組めるような授業を展開する。 

・ 全身持久力を高めるために、授業の

導入時など、各領域活動に入る前に時

間走を実施する。 

・ 授業開始時に補強運動、体幹トレー

ニングなどの「体力を高める運動」、ス

トレッチなどの「体ほぐしの運動」を

取り入れ、それを継続して実施するこ

とで、習慣化を図る。 

【学校教育目標】 

自ら学び、ともに未来を創造する生徒の育成 

【本校の課題】 

○ 日常的に活発に運動をする生徒としない生徒の二極化が見られる。 

〇 体力・運動能力の向上に係る学校全体としての取組を確立することが必要である。 

○ SNS の使用の増加に伴い、生活リズムが乱れ、体調を崩す生徒が多い。（スマートメデ

ィアデーの結果から） 

 

【現状】 

・ 幼少期以降の運動経験の差から、運動に興味をもち、活発に運動する生徒とそうでな

い生徒との二極化現象が起こっており、運動に消極的な生徒への対応が課題である。 

・ 新体力テストの結果は男女とも県平均を下回っているものが多い。 

・ 部活動休業日や長期休業中の生活において、生徒が自ら運動を行う習慣が身についてい

ない。学校全体の課題として家庭・地域と連携を図りながら、運動習慣確立の手立てを

考えていく必要がある。 

【目標】 

〇 体力・運動能力の向上に係る取組を保健体育の授業や運動部活動だけでなく、学校全体として

取り組む。（授業の導入の工夫） 

〇 全学年が県・全国平均を上回る項目を３つ以上に増やす。（目標設定） 

○ 1 日の運動時間の平均が 30 分以上になるようにする。（セルフチェックによる意識づけ） 


